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2022 年度 2023年度
資金運用収支 3,807,058（千円） 3,740,620（千円）
資金運用収益 3,829,149 3,756,764
資金調達費用 22,090 16,143

役務取引等収支 110,869 120,698
役務取引等収益 422,725 446,995
役務取引等費用 311,855 326,297

その他の業務収支 △ 226,661 △ 123,661
その他の業務収益 34,210 42,743
その他の業務費用 260,871 166,404

業務粗利益 3,691,267 3,737,657
業務粗利益率 0.85 % 0.87 %

平均残高（百万円） 利息（千円） 利回り（％）
2022年度 2023年度 2022年度 2023年度 2022年度 2023年度

資金運用勘定 430,147 425,416 3,829,149 3,756,764 0.89 0.88
うち貸出金 141,639 139,449 2,526,975 2,454,470 1.78 1.76
うち預け金 141,003 135,110 156,020 178,429 0.11 0.13
うち有価証券 144,995 148,569 1,100,477 1,078,856 0.75 0.72

資金調達勘定 417,285 410,997 22,090 16,143 0.00 0.00
うち預金積金 406,510 410,812 19,753 15,169 0.00 0.00
うち借用金 10,582 6 1,374 82 0.01 1.24

2022 年度 2023年度
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 △ 11,476 50,482 39,008 △ 22,525 △ 49,859 △ 72,384
うち貸出金 △ 35,020 △ 2,612 △ 37,632 △ 39,067 △ 33,438 △ 72,505
うち預け金 △ 5,115 13,141 8,026 △ 6,519 28,928 22,409
うち有価証券 29,628 39,307 68,936 27,128 △ 48,749 △ 21,621

支払利息 △ 954 △ 7,145 △ 8,099 △ 1,164 △ 4,712 △ 5,876
うち預金積金 577 △ 7,078 △ 6,501 209 △ 4,793 △ 4,584
うち借用金 △ 1,531 △ 67 △ 1,598 △ 1,373 81 △ 1,292

■業務粗利益

■資金運用収支の内訳

■受取利息及び支払利息の増減

※1.業務粗利益率＝業務粗利益÷資金運用勘定平均残高×100
　2.国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

2022 年度 2023年度
業務純益 1,139,376（千円） 1,129,851（千円）
実質業務純益 1,109,277 1,175,225
コア業務純益 1,328,088 1,258,228
コア業務純益
（投信解約益を除く） 1,245,992 1,248,478

2022 年度 2023年度
資金運用利回 0.89% 0.88%
資金調達原価率 0.62% 0.62%
総資金利鞘 0.26% 0.25%

2022 年度 2023年度
総資産経常利益率 0.24% 0.22%
総資産当期純利益率 0.17% 0.16%

2022 年度 2023年度
預金 1,667 1,747
貸出金 582 590

2022 年度 2023年度
預金 16,950 17,033
貸出金 5,918 5,761

2022 年度 2023年度
貸出金残高A 142,052 138,287
預金残高 B 406,801 408,802

預貸率 A／ B 34.91 33.82
期中平残 34.84 33.94

2022 年度 2023年度
有価証券残高A 142,017 148,629
預金残高 B 406,801 408,802

預証率 A／ B 34.91 36.35
期中平残 35.66 36.16

■業務純益�

■総資金利鞘 ■総資産利益率

■常勤役職員１人当たりの預金・貸出金残高 （単位:百万円）■1店舗当たりの預金・貸出金残高� （単位:百万円）

■預証率� （単位:百万円、%）■預貸率� （単位:百万円、%）

※１.業務純益＝業務収益-（業務費用-金銭の信託運用見合費用）	
	 業務費用には、例えば人件費のうちの役員賞与等のような臨時的な経費は含まな

いこととしています。　	 	 	 	 	
また、貸倒引当金繰入額が全体として繰入超過の場合、一般貸倒引当金繰入額（ま
たは取崩額）を含みます。

　２.実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
	 実質業務純益は、業務純益から、一般貸倒引当金繰入額の影響を除いたものです。
　３.コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益
	 国債等債券損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券売却損、

国債等債券償還損、国債等債券償却を通算した損益です。

※1.資金運用勘定は無利息の平均残高（2022年度1,494百万円、2023年度1,272百万円）を控除して表示しております。
    2.国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

※1.残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減要因に含める方法により算出しております。
    2.国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

※総資産経常（当期純）利益率 ＝経常（当期純）利益÷総資産（債務保証見返除く）
　平均残高×100

※１. 預金には定期積金を含んでおります。
   ２. 国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

※１. 預金には定期積金を含んでおります。
   ２. 国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

（単位:千円）
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